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In the VIIIth term JARE (Japan Antarctic Research Expedition) one of the prioritized projects was on ‘the global 
environmental change revealed through the Antarctic middle and upper atmosphere’. The major activity of this project is to 
profile the middle and upper atmosphere over Syowa station, and new powerful instduments such as PANSY (Program of 
ANtarctic Syowa MST/IS), a Rayleigh/Raman lidar, a millimeter-wave spectrometer have been installed and started operation. 
In the first three years in 2010-13, fruitful results have been obtained. On the other hand, the importance of vertical and 
latitudinal/hemispheric counplings has been understood more widely and the understanding of ‘whole atmosphere’ from the 
ground to upper atmosphere has b ecome out target, not only as a pure scientific interest but also from the point of view of 
prediction of near future and climate change prediction. Thus, we propose further extention of the observation of the lower, 
middle and upper atmosphere over Syowa station, utilizing the powerful instrument of PANSY radar, and other instruments, 
collaborating with satellite observations, network observations and new modelings. 
 
日本南極地域観測第ＶＩＩＩ期重点研究観測では、「南極域から探る地球温暖化」のサブテーマＩとして「南極

域中層・超高層大気を通して探る地球環境変動」として昭和基地上空の下層・中層・超高層大気の高精度プロフ

ァイリングを取り入れた観測研究を展開した。前半３年を終了して、計画当初は予算未定であったＰＡＮＳＹレ

ダーもフルシステムでの観測こそ叶ってないものの南極最大の大気レーダーとして長期の観測データを蓄積し、

またＶＩＩ期から開発してきたレイリーライダー、ミリ波分光計も一年目の５２次越冬隊から順調に越冬観測を

開始し、２－３シーズンのデータを取つづけてきた。これらの観測から論文出版成果も出始め、さらに詳細な解

析が進められている。一方、この間種々の観測・モデリングによって上下あるいは緯度間・半球間の様々な結合

過程が理解されてきた。たとえば、全球のＧＣＭ（大気大循環）モデルでは中間圏より高高度までを含めたモデ

リングが気象予報や気候予測に重要であることが認識されるようになったほか、中層大気内の擾乱についても極

域から反対半球の極域までのグローバルなカップリングが知られるようになってきた。すなわち、これまで以上

に地表から超高層大気までの広範囲な大気を「全球大気（Whole Atmosphere）」として一つのシステムとして捉え

ること、またその理解が単なる科学的興味に留まらず、短期的将来から気候変動まで様々な予測に重要となって

きている。その中でも、極域中層・超高層大気は全球大気でも多種の要因の変動が最も顕著に現れるところであ

り、かつ南半球高緯度は大気重力波やそのインパクトが最も大きいところであることから、南極最大の大気レー

ダーであるＰＡＮＳＹレーダーを中心とした昭和基地の拠点観測でより多くの物理パラメータで地表から超高層

大気を精密に観測することが極めて重要である。これらと、分解能は劣るものの広域をカバーする衛星観測、南

極・南半球でのネットワーク観測、それにモデリングと協調を組んでＶＩＩＩ期に切り開いた新観測を活用しさ

らに新展開を測って我々の住む地球大気・地球環境の変動の解明に供したい。講演では、ＩＸ期での新たな協同

観測や新観測技術なども紹介する。 
 


